
(57)【要約】

【課題】電流センサの装置組み込み時に電流センサと計

測電流用の導体との間の位置関係を高い精度で設定する

こと。

【解決手段】電流センサ１は、磁界の強度を検出する検

出素子２と、この素子２の搭載部６と、この素子２にバ

イアス磁界をかけるバイアスコイル３と、計測電流を流

す導体４とを内蔵して、樹脂のインサート成形で形作る

ケース１０で一体になっている。導体４と検出素子２と

の間の位置精度は、樹脂のインサート成形の精度にほぼ

依存しているので、標記の課題が達成される。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
計 測 電 流 を 流 す 導 体 と 、 当 該 電 流 に よ り 形 成 さ れ る 磁 界 の 強 さ を 検 出 す る 検 出 素 子 と を 同
一 の 構 造 体 に 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 電 流 セ ン サ 。
【 請 求 項 ２ 】
計 測 電 流 を 流 す 導 体 を 位 置 決 め す る 溝 ま た は 突 起 構 造 と 、 前 記 溝 ま た は 突 起 構 造 に よ っ て
位 置 決 め 固 定 さ れ た 前 記 導 体 に 流 れ る 電 流 に よ り 形 成 さ れ る 磁 界 の 強 さ を 検 出 す る 検 出 素
子 と を 同 一 の 構 造 体 に 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 電 流 セ ン サ 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に お い て 、
前 記 導 体 と 、 前 記 検 出 素 子 を 搭 載 す る 部 分 と 、 入 出 力 端 子 と を リ ー ド フ レ ー ム 構 造 で 一 体
に 形 成 し 、 前 記 導 体 、 前 記 検 出 素 子 を 搭 載 す る 部 分 お よ び 入 出 力 端 子 を 同 一 の 構 造 体 に 具
備 し た こ と を 特 徴 と す る 電 流 セ ン サ 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に お い て 、
前 記 １ つ の 導 体 に 対 し ２ つ の 前 記 検 出 素 子 が 搭 載 さ れ 、 前 記 ２ つ の 検 出 素 子 が 前 記 導 体 に
対 し て 同 一 距 離 で 対 象 の 位 置 関 係 も し く は 並 列 の 位 置 関 係 に あ る こ と を 特 徴 と す る 電 流 セ
ン サ 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に お い て 、
前 記 検 出 素 子 が 磁 気 イ ン ピ ー ダ ン ス 素 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 流 セ ン サ 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に お い て 、
前 記 磁 気 イ ン ピ ー ダ ン ス 素 子 が バ イ ア ス コ イ ル を 内 蔵 し て い る こ と を 特 徴 と す る 電 流 セ ン
サ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 電 流 値 を 計 測 す る 電 流 セ ン サ に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 １ ２ の （ ａ ） ま た は （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 電 流 セ ン サ １ と 計 測 し よ う と す る 電 流 を 流 す
導 体 ４ と を 、 図 示 の 位 置 関 係 を 保 持 す る よ う に 適 当 な 手 段 を 介 し て 図 示 さ れ て い な い 装 置
に 搭 載 し て い た 。 そ の 一 例 と し て は 、 電 流 セ ン サ 用 光 フ ァ イ バ の 固 定 構 造 体 が 提 案 さ れ て
い る 。 こ の 固 定 構 造 体 は 、 取 付 台 が 取 付 部 を 有 し て お り 、 こ の 取 付 部 が 枠 体 の 外 周 側 面 に
固 定 さ れ る 台 部 と 、 台 部 の 上 面 側 に 固 定 さ れ る 固 定 板 と を 有 し て お り 、 固 定 板 を 台 部 に 固
設 す る と 、 枠 体 の 外 周 に 周 回 さ れ た 光 フ ァ イ バ セ ン サ の 入 射 端 近 傍 が 上 下 方 向 か ら 挟 持 固
定 さ れ る と 言 う も の で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － ４ ３ ２ ７ ９ 号 公 報 （ 第 ０ ０ １ １ 段 落 ～ 第 ０ ０ ２ ０ 段 落 、 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 導 体 を 流 れ る 電 流 が 作 る 磁 界 の 強 さ は 、 導 体 か ら の 距 離 に 反 比 例 す る た め
、 磁 界 の 強 さ を 検 出 し て 電 流 を 計 測 す る 方 式 の 電 流 セ ン サ に お い て は 、 計 測 電 流 を 流 す 導
体 と セ ン サ と の 位 置 関 係 は 、 測 定 精 度 に 影 響 す る 重 要 な 項 目 の １ つ で あ る 。 装 置 等 に 電 流
セ ン サ と 計 測 電 流 用 の 導 体 と を 搭 載 す る と き に 、 搭 載 距 離 に ば ら つ き が 生 じ る こ と が あ り
、 測 定 誤 差 の 原 因 の １ つ に な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
も し く は 、 電 流 セ ン サ の 搭 載 に お い て 許 容 さ れ る 測 定 誤 差 を 達 成 す る 高 い 搭 載 精 度 が 、 電
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流 セ ン サ の ユ ー ザ ー 側 に 要 求 さ れ て い て 、 電 流 セ ン サ の ユ ー ザ ー 側 に 不 便 を 強 い て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 特 許 文 献 １ に 構 造 体 で は 、 単 に 光 フ ァ イ バ セ ン サ が 固 定 さ れ る 構 造 が 提 示 さ れ る だ け
で あ り 、 本 願 発 明 に お い て 解 決 す べ き 課 題 で あ る 、 導 体 と 、 検 出 手 段 と の 間 の 位 置 関 係 に
つ い て は 全 く 記 載 も 示 唆 も さ れ て い な い 。 ま し て 、 高 精 度 に 両 者 の 位 置 関 係 を 設 定 す る こ
と に 関 し て は 示 唆 す ら さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 以 上 の よ う な 問 題 を 解 消 し た 電 流 セ ン サ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 計 測 電 流 を 流 す 導 体 と 、 当 該 電 流 に よ り 形
成 さ れ る 磁 界 の 強 さ を 検 出 す る 検 出 素 子 と を 同 一 の 構 造 体 に 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 計 測 電 流 を 流 す 導 体 を 位 置 決 め す る 溝 ま た は 突 起 構 造 と 、 前 記 溝 ま た
は 突 起 構 造 に よ っ て 位 置 決 め 固 定 さ れ た 前 記 導 体 に 流 れ る 電 流 に よ り 形 成 さ れ る 磁 界 の 強
さ を 検 出 す る 検 出 素 子 と を 同 一 の 構 造 体 に 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 導 体 と 、 前 記 検 出 素 子 を 搭 載 す る 部 分 と 、 入
出 力 端 子 と を リ ー ド フ レ ー ム 構 造 で 一 体 に 形 成 し 、 前 記 導 体 、 前 記 検 出 素 子 を 搭 載 す る 部
分 お よ び 入 出 力 端 子 を 同 一 の 構 造 体 に 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に お い て 、 前 記 １ つ の 導 体 に 対 し ２ つ の 前 記
検 出 素 子 が 搭 載 さ れ 、 前 記 ２ つ の 検 出 素 子 が 前 記 導 体 に 対 し て 同 一 距 離 で 対 象 の 位 置 関 係
も し く は 並 列 の 位 置 関 係 に あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に お い て 、 前 記 検 出 素 子 が 磁 気 イ ン ピ ー ダ ン
ス 素 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 ５ に お い て 、 前 記 磁 気 イ ン ピ ー ダ ン ス 素 子 が バ イ ア ス コ イ ル を
内 蔵 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 電 流 セ ン サ 側 に 計 測 用 の 導 体 も し く は そ の 位 置 を 決 め る 構 造 を 用 意 す る
こ と に よ っ て 、 ユ ー ザ ー 側 の 取 扱 い を 容 易 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 電 流 セ ン サ に お い
て は 、 計 測 用 の 導 体 と 検 出 素 子 の 搭 載 部 と を 一 体 の リ ー ド フ レ ー ム で 形 成 す る こ と に よ っ
て 、 高 い 位 置 精 度 を 容 易 に 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ と 図 ２ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。 電 流 セ ン サ １ は 、 磁 界 の 強 度 を 検
出 す る 検 出 素 子 （ 磁 気 イ ン ピ ー ダ ン ス （ Ｍ ａ ｇ ｎ ｅ ｔ ｏ 　 Ｉ ｍ ｐ ｅ ｄ ａ ｎ ｃ ｅ ） 素 子 ） ２
と 、 こ の 素 子 ２ の 搭 載 部 ６ と 、 こ の 素 子 ２ に バ イ ア ス 磁 界 を か け る バ イ ア ス コ イ ル ３ と 、
計 測 電 流 を 流 す 導 体 ４ と を 内 蔵 し て 、 樹 脂 の イ ン サ ー ト 成 形 で 形 作 る ケ ー ス １ ０ で 一 体 に
な っ て い る 。 計 測 電 流 用 の 導 体 ４ と 検 出 素 子 ２ と の 間 の 位 置 精 度 は 、 樹 脂 の イ ン サ ー ト 成
形 の 精 度 に ほ ぼ 依 存 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ は 、 電 流 セ ン サ １ を 実 装 す る 回 路 基 板 （ 図 示 せ ず ） に 対 し て 、 計 測 用 の 導 体 ４ を 垂 直
方 向 に し て 電 流 セ ン サ と 一 体 に し た も の で あ る 。 図 ２ は 電 流 セ ン サ １ を 実 装 す る 回 路 基 板
（ 図 示 せ ず ） に 対 し て 、 計 測 用 の 導 体 ４ を 水 平 方 向 に し て 電 流 セ ン サ と 一 体 に し た も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ３ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。 計 測 電 流 用 の 導 体 ４ と 検 出 素 子 ２ の 搭 載
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部 ６ と 検 出 素 子 ２ の 出 力 信 号 用 リ ー ド ７ と 検 出 素 子 に バ イ ア ス 磁 界 を か け る バ イ ア ス コ イ
ル ３ の 電 流 端 子 用 リ ー ド ８ と を 一 体 の リ ー ド フ レ ー ム で 形 成 し 、 こ れ ら を 樹 脂 の イ ン サ ー
ト 成 形 で 形 作 る ケ ー ス １ ０ に よ っ て 一 体 に す る 。 図 ４ に こ の リ ー ド フ レ ー ム の 様 子 を 示 す
。 リ ー ド フ レ ー ム ５ は 、 素 子 搭 載 部 ６ 、 計 測 電 流 用 の 導 体 ４ 、 出 力 信 号 用 の リ ー ド ７ 、 バ
イ ア ス コ イ ル 用 の リ ー ド ８ 、 お よ び 、 こ れ ら を 一 体 に 接 合 す る 周 囲 の タ イ バ ー ５ ａ か ら な
る 。 リ ー ド フ レ ー ム で 一 体 に 形 成 す る こ と で 、 計 測 電 流 用 の 導 体 ４ と 検 出 素 子 ２ と の 間 の
位 置 関 係 を 比 較 的 容 易 に 高 精 度 に 達 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ５ は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。 リ ー ド フ レ ー ム 構 造 で 計 測 電 流 用 の 導 体
を 検 出 素 子 と 一 体 に し た の は 第 ２ の 実 施 例 と 同 様 で あ る が 、 検 出 素 子 の 搭 載 位 置 を 計 測 電
流 用 の 導 体 ４ の 真 上 に し て 、 計 測 電 流 用 の 導 体 ４ と 検 出 素 子 ２ と の 間 の 距 離 を 最 小 に し て
い る 。 図 ６ に こ の リ ー ド フ レ ー ム の 様 子 を 示 す 。 計 測 電 流 用 の 導 体 ４ と 検 出 素 子 ２ と の 間
の 距 離 が 最 小 に な る た め 、 よ り 微 小 な 電 流 の 検 出 も 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ７ は 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。 リ ー ド フ レ ー ム 構 造 で 計 測 電 流 用 の 導 体
を 検 出 素 子 と 一 体 に し た の は 第 ２ と 第 ３ の 実 施 例 と 同 様 で あ る が 、 ２ 個 の 検 出 素 子 を （ デ
ュ ア ル ） 搭 載 し た も の で あ る 。 し か も 、 検 出 素 子 は 、 た と え ば 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌 、 Ｖ ｏ
ｌ ２ １ 　 Ｎ ｏ ４ ． ２ 　 １ ９ ９ ７ 　 ｐ ６ ４ ９ に あ る よ う な コ イ ル 内 蔵 タ イ プ の も の で あ り 、
２ つ の 検 出 素 子 の 搭 載 位 置 関 係 は 、 計 測 電 流 用 の 導 体 に 対 し て 同 一 側 に 横 並 び に し た も の
で あ る 。 検 出 素 子 を ２ 個 搭 載 し て 外 乱 ノ イ ズ を キ ャ ン セ ル す る 回 路 構 成 で も 、 リ ー ド フ レ
ー ム で 計 測 電 流 用 の 導 体 と 検 出 素 子 搭 載 部 と を 一 体 に 形 成 す る こ と で 、 計 測 電 流 用 の 導 体
４ と 検 出 素 子 ２ と の 間 の 位 置 関 係 を 比 較 的 容 易 に 高 精 度 に 達 成 で き る 。 図 ８ に こ の 構 造 の
リ ー ド フ レ ー ム の 様 子 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ９ は 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。 リ ー ド フ レ ー ム 構 造 で 計 測 電 流 用 の 導 体
を 検 出 素 子 と 一 体 に 、 か つ 、 ２ 個 の 検 出 素 子 を 搭 載 し た の は 第 ３ の 実 施 例 と 同 様 で あ る が
、 検 出 素 子 は コ イ ル を 内 蔵 し な い も の 、 つ ま り 、 バ イ ア ス コ イ ル を 別 に 用 意 す る 場 合 で 、
か つ 、 ２ つ の 検 出 素 子 の 搭 載 位 置 関 係 が 、 計 測 電 流 用 の 導 体 に 対 し て 向 い 合 う よ う に し た
も の で あ る 。 図 １ ０ に こ の 構 造 の リ ー ド フ レ ー ム の 様 子 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ １ は 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。 電 流 セ ン サ 側 に 計 測 電 流 用 の 導 体 の 位
置 を 決 め る Ｖ 溝 （ ス リ ッ ト ） １ ２ を 用 意 し て い る 。 導 体 ４ は ケ ー ス １ ０ の Ｖ 溝 １ ２ と ケ ー
ス 上 部 １ １ と の 間 に は さ み こ ま れ 、 ケ ー ス １ ０ と ケ ー ス 上 部 １ １ と を ね じ １ ３ で 締 め 付 け
る こ と で 位 置 決 め さ れ 固 定 さ れ る 。 セ ン サ 内 部 に は 検 出 素 子 ２ 、 バ イ ア ス コ イ ル ３ 、 こ れ
ら の 入 出 力 端 子 ７ ． ８ が 具 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 電 流 セ ン サ に 計 測 電 流 用 の 導 体 を 一 体 に し た こ と
で 、 電 流 セ ン サ の 装 置 組 み 込 み 時 に 電 流 セ ン サ と 計 測 電 流 用 の 導 体 と の 間 の 位 置 関 係 を 高
い 精 度 で 設 定 す る こ と が で き 、 高 精 度 の 電 流 セ ン サ を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 電 流
セ ン サ の 装 置 組 み 込 み 時 に 電 流 セ ン サ と 計 測 電 流 用 の 導 体 と の 間 の 位 置 精 度 を 気 に す る こ
と な く 、 電 流 セ ン サ を ユ ー ザ ー 側 で 使 用 で き る 。 ま た 、 計 測 電 流 用 の 導 体 と 検 出 素 子 搭 載
部 と を リ ー ド フ レ ー ム 構 造 で 一 体 に 形 成 し た こ と で 、 計 測 電 流 用 の 導 体 と 検 出 素 子 と の 間
の 高 い 位 置 精 度 を 容 易 に 達 成 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 第 １ の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 第 ２ の 実 施 例 に お け る リ ー ド フ レ ー ム を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 同 第 ３ の 実 施 例 に お け る リ ー ド フ レ ー ム を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 第 ４ の 実 施 例 に お け る リ ー ド フ レ ー ム を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 こ の 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 同 第 ５ の 実 施 例 に お け る リ ー ド フ レ ー ム を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 こ の 発 明 の 第 ６ の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 技 術 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 電 流 セ ン サ
２ 　 　 　 検 出 素 子
３ 　 　 　 バ イ ア ス コ イ ル
４ 　 　 　 導 体
５ 　 　 　 リ ー ド フ レ ー ム
６ 　 　 　 素 子 搭 載 部
７ 　 　 　 出 力 信 号 用 リ ー ド
８ 　 　 　 バ イ ア ス コ イ ル 用 リ ー ド
１ ０ 　 　 ケ ー ス
１ １ 　 　 ケ ー ス 上 部
１ ２ 　 　 Ｖ 溝
１ ３ 　 　 ね じ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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